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助の仇討ちの申し出に、しぶしぶながらそれぞれが仮の夫婦となって、事の成り行きを見届け
ようとするのである。つまり、原典においては、女性が殺人事件に直面した場合には、絶望ゆ
えの自害か、あるいは男性への仇討ちの依頼かどちらかの選択を迫られるのである。
　こうした原典の女性観を、木下惠介は、お袖を近代的女性として描くことで反転させている。
後篇でのお袖は、姉の死を契機として、自らの力で行動する女性となる。彼女が手を借りるの
は男性ではなく、目明かしという社会的制度である。そして、その行動により明らかになって
来るものは、伊右エ門すなわち男性にひたすら頼っていたお岩の生き方が、いかにひ弱なもの
であったかという点である。このことにより、お袖の行動は、お岩の旧弊な生き方を映し出す
鏡となるのである。木下惠介の『新釋四谷怪談』は、後篇において、お岩の亡霊が伊右エ門に
祟りをなす物語から伊右エ門が良心の呵責ゆえにノイローゼとなり、お岩の幻覚に苦悩する物
語へと書き換えられた点が、伊右エ門の内面に焦点を当てた原典の近代的解釈であるとこれま
ではとらえられてきたが、作品構造に着目してみると、この作品が、原典の戸板返しの構造を
引き継ぎながらも、さらに原典に対しての近代的観点からの批判もまた行なっていることがと
らえられるのである。
　しかしながら、この『新釋四谷怪談』においては、同作品台本の巻頭に所収されている「製
作意図」に明記されているように、原典の「不必要に誇張されたグロテスク味と惨忍性 20」が
意図的に洗い落とされているという点もとらえることができる。『新釋四谷怪談』においては
伊右エ門が、直助の奸計により口車に乗せられ、お岩殺しに加担していくように、この作品に
おいての悪の根源は直助である。そして、その悪事により、後篇において伊右エ門は、良心の
呵責にさいなまれ、直助は目明かしの捜査によって獄門が迫ってくることに脅えるのである。
つまり、この作品においての「悪」とは、社会的秩序によって制圧されるべき存在であり、人
間本来の姿を善としてとらえた場合の歪みとして批判されているのである。
　しかし、南北の『東海道四谷怪談』においては、そもそも人間とは善と悪の表裏一体の自己
矛盾を抱える存在であり、それが互いに相関し合うことで常に価値の逆転する複雑なドラマが
描かれている。それでは、南北の描いた「悪」とは四谷怪談映画作品においてはどのように描
かれてきたのか。この問題については、今後の研究の課題である。
付記
　本稿での鶴屋南北『東海道四谷怪談』の引用については、郡司正勝校注『新潮日本古典集成』（新潮社、1981
年）版（白藤本）を使用した。また、木下惠介作品『新釋四谷怪談』台本現物（早稲田大学演劇博物館所蔵）
からの引用については、筆記によって書写したものを使用した。
　表記については、鶴屋南北作の原典を指す場合には『東海道四谷怪談』とし、一般的認識を指す場合には「四
谷怪談」とした。また、作品ごとに異同のある役名の表記については、各作品ごとの表記を適用した。監督名
の表記については、作品のクレジットタイトルでの表記を適用した。
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